
北九州市―パラオ共和国コロール州

この事業では、北九州市とコロール州間の継続した
都市間連携関係を軸に、リゾートホテルや公共機関か
ら出る剪定枝や未利用資源を燃料活用するバイオマ
ス・RPF熱供給モデルに関する調査を進めています。
調査では、利用可能資源量や、熱需要・供給、燃料収
集モデル、熱需要を活用した産業振興などのコ・ベネ
フィットの可能性を検討しています。
併せて、コロール州公共施設への再生可能エネル

ギーや省エネルギー設備や交通分野でのEV導入可能
性について調査を進めるとともに、コロール州の脱炭
素化に向けた具体的な取り組み案を提示しています。

EV車両導入
（バス/廃棄物収集運搬車両）

①官公庁舎の
　脱炭素

②廃棄物処理
　分野での
　脱炭素

③交通分野
　での脱炭素

日本側事業者・組織 州の排出区分と本事業での検討領域 州の重点対策分野

都市間連携事業を通して実現していくテーマ：
コロール州でのメンテナンス体制増強

官公庁舎の脱炭素導入施策の検討
ゼロカーボンシティ計画立案

未利用資源を活用した熱源供給として
の木質あるいはRPFボイラーの検討

パラオ共和国コロール州の脱炭素都市形成と
コ・ベネフィット実現に向けた都市間連携事業
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